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資料４ 

 ◎裁判員制度の運用に関する意識調査（令和４年度）抜粋 

 

２ 裁判員裁判に関する客観的事実や実情の周知状況 

Ｑ２ 以下の(a)から(f)は、裁判員裁判に関する客観的事実や実情を記載したものです。 

これらにつき、具体的にご存知の事柄についてお伺いします。 

※項目ごとに「１知っている、２知らない」の２つから回答を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 知らない

(ａ)
裁 判 員 に な る た め に
特 に 法 律 の 知 識 は 必 要 な い

(ｂ)
裁 判 員 裁 判 の 多 く は
７ 日 以 内 で 終 わ っ て い る

(ｃ)

裁判員の仕事に必要な休みをとることは
法律で認められており、仕事を休んだこ
とを理由に、解雇などの不利益な扱いを
することは、法律で禁止されている

(ｄ)
裁判員候補者や裁判員として裁判所に来
る方には、日当や交通費が支払われ、必
要 に 応 じ て 宿 泊 費 も 支 払 わ れ る

(ｅ)
裁判員は法廷で見聞きしたことや裁判員
を 務 め た 感 想 は 話 し て も 問 題 な い

(ｆ)
裁判員経験者の多く（約９７％）がやっ
てみてよかったとの感想を持っている
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３ 裁判員制度の周知媒体 

Ｑ３ では、先ほど伺った裁判員制度についてご存知の事柄を何から知りましたか。 

当てはまるものを、次の中から全てあげてください。（Ｍ．Ａ．） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=1,934 人、M.T.= 198.3％) 

 

  

テ レ ビ 報 道

新 聞 報 道

イ ン タ ー ネ ッ ト

家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 等 の 話

雑 誌 ・ 書 籍 等

わ か ら な い

勤 務 先 で の 話

学 校 教 育 （ 法 教 育 ）

Ｓ Ｎ Ｓ
（フェイスブック・ツイッターなど）

裁判員制度に関する広報行事（出張講義、
説 明 会 、 親 子 見 学 会 等 ）

各 種 パ ン フ レ ッ ト

そ の 他

ラ ジ オ 報 道

79.7

45.2

17.2

13.9

8.2

7.7

7.1

6.0

3.2

2.3

1.9

1.5

4.4
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５ 現在実施されている裁判員制度の印象 

Ｑ５ あなたは、現在実施されている裁判員制度について、どのような印象を持っていますか。 

次の(a)～(i)の項目について、次の中から最も当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均点は「そう思う」5点、「ややそう思う」4点、「どちらともいえない」3点、「あまりそう思わない」2点、「そ

う思わない」1点でウエイト処理したものである。 

  

そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない

（5） （4） （3） （2） （1）

平均点

(ａ) 裁 判 が 公 正 中 立 な も の に な っ て い る 3.41

(ｂ) 裁 判 が 信 頼 で き る も の に な っ て い る 3.40

(ｃ) 裁 判 所 や 司 法 が 身 近 に な っ て い る 3.19

(ｄ)
裁 判 の 結 果 （ 判 断 ） が 納 得 で き る
も の に な っ て い る

3.07

(ｅ)
裁 判 の 結 果 （ 判 断 ） に 国 民 の 感 覚 が
反 映 さ れ や す く な っ て い る

3.32

(ｆ) 事 件 の 真 相 が 解 明 さ れ て い る 3.02

(ｇ) 裁判の手続や内容がわかりやすくなっている 2.82

(ｈ) 裁 判 が 迅 速 に な っ て い る 2.73

(ｉ)
刑 事 裁 判 や 司 法な ど公 の事 柄に つ い て、
国 民 の 関 心 が 増 し て 自 分 の 問 題 と し て
考 え る よ う に な っ て い る

3.14
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2.9

7.9

4.2

4.6

6.0

9.4

11.1

7.1



 

4 

６ 裁判員制度についてＱ５の印象を持つことになった原因 

Ｑ６ あなたが前問のような印象を持つことになった原因は何ですか。当てはまるものを、次の中

から全てあげてください。（Ｍ．Ａ．） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 「雑誌・書籍等」「学校教育（法教育）」「SNS（フェイスブック・ツイッターなど）」「裁判員制度に関する広報

行事（出張講義、説明会、親子見学会等）」は令和 2年度調査より新設された選択肢のため、平成 21 年度～

令和元年度調査時のデータは存在しない。 

※２ 「雑誌」「書籍等」は令和 2年度調査より「雑誌・書籍等」に統合されたため、令和 2年度調査以降のデータは

存在しない。 

※３ 各折れ線横の数値は今回調査の数値。 

(n=1,934 人、M.T.= 204.0％) 

テレビ報道

新聞報道

家族・友人・知人等の話

雑誌・書籍等  ※１

ラジオ報道

ＳＮＳ(ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ･ﾂｲｯﾀｰなど) ※１

学校教育（法教育）※１

わからない

勤務先での話

専門家・識者等の話

裁判への関与

裁判員制度に関する広報行事 ※１

その他

裁判傍聴

特に原因はなく、
自分でそのように考えた

インターネット

H22
年度

H23
年度

H24
年度

H25
年度

H26
年度

R2
年度

今回
調査

H27
年度

H28
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H29
年度

H30
年度

R1
年度

R3
年度

19.2

10.5

9.6

6.1

5.9

3.8

3.2

3.1

1.0

1.0

0.9

15.8

1.0

3.8
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70%
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85%

90%

95%

100%

5013520002
ハイライト表示

5013520002
ハイライト表示

5013520002
ハイライト表示

5013520002
ハイライト表示
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７ 裁判員裁判に期待すること 

Ｑ７ あなたが、裁判員裁判に期待することは何ですか。次の(a)～(i)の項目について、次の中から 

最も当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均点は「そう思う」5点、「ややそう思う」4点、「どちらともいえない」3点、「あまりそう思わない」2点、「そ

う思わない」1点でウエイト処理したものである。 

 

  

そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わない

（5） （4） （3） （2） （1）

平均点

(ａ) 裁 判 が よ り 公 正 中 立 な も の に な る 4.15

(ｂ) 裁 判 が よ り 信 頼 で き る も の に な る 4.12

(ｃ) 裁 判 所 や 司 法 が よ り 身 近 に な る 3.88

(ｄ)
裁 判 の 結 果 （ 判 断 ） が よ り
納 得 で き る も の に な る

3.98

(ｅ)
裁判の結果（判断）に国民の感覚が
よ り 反 映 さ れ や す く な る

3.99

(ｆ) 事 件 の 真 相 が よ り 解 明 さ れ る 3.87

(ｇ)
裁 判 の 手 続 や 内 容 が
よ り わ か り や す く な る

3.86

(ｈ) 裁 判 が よ り 迅 速 に な る 3.64

(ｉ)
刑 事 裁 判 や 司 法 な ど 公 の 事 柄 に
つ い て 、 国 民 の 関 心 が よ り 増 し て
自分の問題として考えるようになる

3.86
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28.7

27.0

32.8

24.4

4.1

4.0

7.0

4.6

3.9

6.3

5.6

9.1

6.1

1.8

1.9

2.3

2.1

2.0

2.7

2.7

4.7

2.7
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８ 裁判員裁判に参加する場合の心配や支障となるもの 

Ｑ８ あなたが裁判員裁判に参加するとした場合、あなたにとって心配や支障となるものはどれで 

 すか。当てはまるものを、次の中からすべてあげてください。（Ｍ．Ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 「遺体写真等の証拠を見ることに不安がある」は平成 25 年度より新設された選択肢のため、平成 21～24 年度 

調査時のデータは存在しない。 

※２ 質問文が、平成 21 年度～令和元年度は「あなたが刑事裁判に参加するとした場合」であったが、令和 2年度調査

より「あなたが裁判員裁判に参加するとした場合」に変更された。 

※３ 各折れ線横の数値は今回調査の数値。 

(n=1,934 人、M.T. 352.7％) 

  

自分たちの判決で被告人の運命が
決まるため、責任を重く感じる

遺体写真等の証拠を見ることに
不安がある （※1）

冷静に判断できる自信がない

裁判に参加することで仕事に支障が
生じる

裁判員の職務を通じて知った
秘密を守り通せるか自信がない

特にない

その他

わからない

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

R1
年度

R2
年度

今回
調査

R3
年度

素人に裁判という難しい仕事を正しく
行うことはできないのではないか
という不安がある

専門家である裁判官と対等な立場で
自分の意見を発表できるか自信がない

被告人やその関係者の逆恨み等により、
身の安全が脅かされるのではないかとい
う不安がある

H22
年度

H23
年度

H24
年度

H25
年度

裁判に参加することで
養育や介護に支障が生じる

71.8

55.2

43.8

39.6

37.6

35.0

26.7

21.1

12.4

4.3

2.8

2.3
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９－２ 裁判員裁判の傾向について（量刑傾向の変化） 

【資料１－２】裁判員裁判においては、以下のとおり、裁判官裁判時代と比べると、 

軽重の双方向で量刑判断の幅が広くなっていることがうかがわれる。 

 

実刑のうち最も多い刑期がより重くなった罪 

殺人既遂、殺人未遂、傷害致死、強盗致傷、強制性交等致死傷（強姦致傷）、強制わいせつ致死傷 

 

執行猶予判決の割合が上昇した罪 

 殺人既遂、殺人未遂、強盗致傷、現住建造物等放火既遂 

 

 Ｑ９（小問２） 資料１－２のように裁判員制度の導入によって、様々な罪名で量刑傾向が 

変化しています。このことについて、あなたはどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｑ９（小問２）は、令和 2年度調査から新設した質問である。 

 

  

妥当だと思う
どちらかと
いえば妥当
だと思う

どちらとも
いえない

どちらかとい
えば妥当では
ないと思う

妥当では
ないと思う

（5） （4） （3） （2） （1）

(n) 平均点

Ｒ 2 年 度 ( 1,949 ) 人 3.67

Ｒ 3 年 度 ( 1,960 ) 人 3.66

今 回 調 査 ( 1,934 ) 人 3.64
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32.6

39.0

38.5

38.0
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１０ 裁判員裁判に参加したいか 

 Ｑ１０ あなたは裁判員裁判に参加したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 質問文が、平成 21 年度～令和元年度は「あなたは裁判員として刑事裁判に参加したいと思いますか。」であったが、令和２年度調査

より「あなたは裁判員裁判に参加したいと思いますか。」に変更された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 今回調査

(n) 2,025人 2,000人 2,005人 2,014人 2,011人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人

1.0 2.3 1.1 0.8 0.6 2.2 1.3 1.3 1.8 2.0 4.9 6.1 6.6

41.4 41.1 41.9 44.6 40.5 42.0 41.1 41.7 39.5 42.0 35.4 32.7 34.3

42.6 42.3 41.9 40.6 46.5 41.6 42.7 41.3 43.3 40.8
42.3 42.1 41.3

10.4 10.7 10.2 9.1 8.7 9.8 10.9 10.6 11.7 11.0 13.1 13.9 13.8

4.6 3.8 4.7 4.9 3.6 4.5 4.1 5.2 3.8 4.3 4.4 5.3 4.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

参加したい

参加してもよい

あまり参加したくないが，
義務であれば参加せざる
を得ない

義務であっても
参加したくない

わからない

参加したい
参加しても

よい

あまり参加したく
ないが、義務で

あれば参加せざる
を得ない

義務であって
も参加したく

ない
わからない

(n)

【 性 別 】

男 性 (   967 ) 人

女 性 ( 1,033 ) 人

【 年 齢 別 】

18 ・ 19 歳 (    42 ) 人

20 ～ 29 歳 (   227 ) 人

30 ～ 39 歳 (   256 ) 人

40 ～ 49 歳 (   335 ) 人

50 ～ 59 歳 (   322 ) 人

60 ～ 69 歳 (   284 ) 人

70 歳 以 上 (   534 ) 人

【 職 業 別 】

お 勤 め
(正規の社員､従業員｡役員を含む)

(   745 ) 人

お 勤 め ( 派 遣 社 員 ) (    49 ) 人

お 勤 め ( 計 )* (   794 ) 人

自 営 ・ 自 由 業 (   168 ) 人

パート・アルバイト (   337 ) 人

専業主婦・専業主夫 (   389 ) 人

学 生 (    94 ) 人

無 職 (   213 ) 人

そ の 他 (     5 ) 人

*お勤め（計）は、「お勤め（正規の社員、従業員。役員を含む）」と「お勤め（派遣社員）」を合計したものである。
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60.0

25.4
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